
「いじめ防止対策の強化を求める要望書」 

８月10日（金）、公明党鈴鹿市議団として、「いじめ防止対策の強化を求める要

望書」を、長谷川正人鈴鹿市教育長に手渡しました。 

 

 

 

いじめ防止対策の強化を求める要望書（要旨） 

 

いじめの撲滅にあたっては、教育委員会が毅然とした態度で臨み、学校を指導・

監督することが必要不可欠です。また、最悪の事態を回避するために、学校現場

がいじめを察知した際には、速やかに事実を確認し、教育委員会へ報告する仕

組みを築く必要があります。 

本市においても、将来を担う子ども達の健全育成のため、また、保護者が最愛の

子どもを安心して学校へ通わせることができる環境を形成するため、次の項目に

ついて実行されるよう強く求めます。 

記 

一、学校全体でいじめの兆候を早期に発見できる体制を構築すること。 

二、子どもと直接向き合う機会を持ち、いじめの実態を把握し未然防止に努める

こと。 

三、本市独自の相談窓口の設置を図ること。 

四、教育現場と保護者・地域が連携し、いじめ防止に取り組む体制を構築するこ



と。 

五、被害者の保護、加害者への措置、両者の心のケア、再発防止といったいじめ

対処の原則を再度徹底すること。 

六、「いじめは、いじめる側 が100パーセント悪い」との考え方を徹底し、いじめ

ることは人権侵害であることを啓発すること。 

以上 


